
  

平成３０年７月２４日（火） 札幌市立屯田北小学校 ver 学習指導案 

 

北海道１５０年カリキュラム （社会科４、国語科２、道徳科１、総合的な学習の時間１，学級活動１） 

 

１ 活動の指導目標  

北海道１５０年にちなんだシンボルを屯田北小学校，陵雲小学校の児童が協働的に作成する活動を通して，以下の資

質･能力を育成する。 

（１）北海道のよさ（歴史･文化，自然･動物，街の魅力，特産物）に関する知識や資料を読み取る力を身に付けさせる。 

（２）収集・分析をした情報を基に，自分たちの考えを他者に適切に伝える力を育む。 

（３）他者と協働して主体的に学ぼうとする態度や北海道への愛情の素地を養う。 

 

２ 活動の主な学習計画 
 

■関連する教科等          ■中心的な教科等：社会科・国語     

                 【指導目標】【本時のめあて（児童）】            【主な活動】 

 

 

  

第９時（社会科） 

【指導目標】北海道１５０年の歴史を振り返り、北海道民として自分た

ちができることを考えようとする態度を養う。 

【本時のめあて】「北海道１５０年の歴史を振り返ろう」 

第２時（社会科）「明治の国づくりを進めた人々」（トピック的に）  

【指導目標】明治維新後、政府が富国強兵のもと、北海道の開拓にのり

だしたことを屯田兵や開拓使の取り組みを調べ、北海道の歴史について

理解する。 

【本時のめあて】「北海道の歴史を調べよう」 

○ 屯田兵の業績 ○開拓使のまちづくり 

 

□ミッション動画

視聴（内田洋行） 

□学習の見通しの

理解 

□マスコットキャ

ラクターの理解 

□情報収集の視点

の理解 

第３時（社会科） 

【指導目標】明治政府の役人であった松浦武四郎の業績を調べ、北海道

にはアイヌの人々が暮らしていたことや武四郎が北海道と命名したと

きから今年で１５０年になることを理解する。 

【本時のめあて】「１５０年前の北海道について考えよう。」 

□屯田歴史資料館

調査 

□北海道の歴史調

査 

第４時（国語科）「町のよさを伝えるパンフレットを作ろう」 

【指導目標】「北海道のよさを伝える」ために１５０年シンボルマスコ

ットを作る創作活動を通して、伝えたいことが明確になるように、北海

道の魅力を構成したマスコットを紹介するプレゼンを行う。 

【本時のめあて】 

「北海道命名１５０年を記念するシンボルをつくろう 

 

□松浦武四郎人物

調査 

□アイヌの人々の

暮らし調査 

第５時（社会科） 

【指導目標】１５０年シンボルに込める情報を知るために北海道の各地

の名産や特色、歴史を調べる。 

【本時のめあて】「北海道の特色を地区ごとに調べよう」 

□役割分担・作成 

（デザイン，説明

文，説明図） 

□プレゼンソフト 

□シンボル説明 

□感想・質疑応答 

□意見交流 

□投票 

□投票理由説明 

※遠隔会議システ

ムの活用 

□学習を通して学

んだことの交流 

□自分たちができ

ることの交流 

道徳科（第１時） 

【指導目標】 

アイヌの人たちに

助けられながら、

北海道を探検した

松浦武四郎の功績

に触れることを通

して、多くの人た

ちの支えや助けに

よって自分の生活

が成り立っている

ことへの感謝の気

持ちやそれに応え

ようとする態度を

育てる。（感謝） 

【本時の問い】 

「北加伊道」とい

う名前にはどんな

思いが込められて

いたのか？ 

 

第８時（総合的な学習の時間） 

【指導目標】陵雲小６年生児童と１５０年を記念するシンボルについ

て，遠隔会議システムを活用して説明し合うことを通して，他校のシン

ボルマスコットのよさを選定の観点に基づいて考え，根拠をもって投票

できるようにする。 

【本時のめあて】「北海道１５０年シンボル選抜総選挙をしよう。」 

学級活動（第６時） 

【指導目標】 

陵雲小６年生児童

との交流活動を通

して，自他のよさ

を感じさせる。 

【本時のめあて】 

陵雲小のみんなと

仲良くなろう。 

□クイズ大会 

（学校，我が街） 

※遠隔会議システ 

ムの活用 

北海道版道徳教 

「きた・ものがたり」 

１ 松浦武四郎 

※学活「学級集会を

しよう」に位置付

ける。 

□グループの編成 

（道央・道南・道

東・道北） 

□情報収集 

第７時（国語科） 

【指導目標】１５０年シンボルを構想し、北海道の特色をどのように表

現したかをわかりやすくプレゼンにまとめることができる。 

【本時のめあて】「１５０年シンボルのプレゼンシートを作ろう」 

社会科での明治の

単元の際に今回の

活動を生かす。 



平成３０年７月２４日（火） 旭川市立陵雲小学校 ver 

単元名 わたしたちが考える「ほっかいどう１５０年」 （総合的な学習の時間６，社会科１，学級活動１） 

 

１ 単元の指導目標  

「ほっかいどう１５０年」にちなんだシンボルを屯田北小学校，陵雲小学校の児童が協働的に作成をする活動を通して，

以下の資質･能力を育成する。 

（１）北海道のよさ（歴史･文化，自然･動物，街の魅力，特産物）に関する知識や資料を読み取る力を身に付けさせる。 

（２）収集・分析をした情報を基に，自分たちの考えを他者に適切に伝える力を育む。 

（３）他者と協働して主体的に学ぼうとする態度や「北海道１５０年」への興味，北海道への愛情の素地を養う。 

 

２ 単元の主な学習計画 
 

■関連する教科等          ■中心的な教科等：総合的な学習の時間     

                 【指導目標】【本時のめあて（児童）】            【主な活動】 

第８時 

【指導目標】学習の振り返りをすることを通して，北海道民として自分

たちができることを考えようとする態度を養う。 

【本時のめあて】「学習を振り返ろう。」 

第２時  

【指導目標】単元の見通しをもつことを通して，北海道命名 150 年イ

ベントに主体的に関わろうとする態度を養う。 

【本時のめあて】「単元のめあてを知り，学習の見通しをもとう。」 

 

単元のめあて  
北海道命名１５０年を記念するシンボルをつくろう。 

 

北海道について調べる視点 

①文化･歴史 ②自然・動物 ③町の魅力（建物，スポーツ，観光地） 

④特産物（食べ物） 

□ミッション動画

視聴 

□学習の見通しの

理解 

□マスコットキャ

ラクターの理解 

□情報収集の視点

の理解 

第３時 

【指導目標】北海道の魅力を調べる活動を通して，視点に沿った情報を

収集する力を身に付けさせる。 

【本時のめあて】「シンボルをつくるために，北海道の魅力を調べよう。」 

□グループの編成 

（道央・道南・道

東・道北） 

□情報収集 

第４時 

【指導目標】情報を交流・分析する活動を通して，情報を適切に選択す

る力を身に付けさせる。 

【本時のめあて】「シンボルをつくるために，よりよい情報を選択しよ

う。」 

□情報交流（ジグ

ソー法活用） 

□グループの再編

制（４グループ） 

□シンボルの要素

の選択 

第５時 

【指導目標】シンボルのデザインや説明文，説明図を作成する活動を通

して，相手に分かりやすく表現する力を育む。 

【本時のめあて】「自分たちの考えを伝えることができるシンボルを 

つくろう。」 

□役割分担・作成 

（デザイン，説明

文，説明図） 

□グループ間交流 

□６年１組からの

アドバイス 

□シンボル説明 

□感想・質疑応答 

□話合い 

□投票 

□投票理由説明 

※遠隔会議システ

ムの活用 

□学習を通して学

んだことの交流 

□自分たちができ

ることの交流 

社会科（第１時） 

【指導目標】 

アイヌの人々や松

浦武四郎の偉業を

調べることを通し

て，北海道命名 

１５０年に興味を

もつ。 

【本時の問い】 

１５０年前，アイ

ヌの人々や松浦武

四郎は，どのよう

なことをしたの？ 

 

□資料の読み取り 

□武四郎やアイヌ 

の偉業への共感 

的理解 

※北海道版道徳教 

材「きた・もの 

がたり」の活用 

第７時（本時） 

【指導目標】屯田北小の６年生児童とシンボルについて説明し合うこ

とを通して，多様な考えのよさに気付くとともに，北海

道への愛情の素地を養う。 

【本時のめあて】「北海道１５０年シンボル選抜総選挙をしよう。」 

学級活動（第６時） 

【指導目標】 

屯田北小児童との

交流活動を通し

て，自他のよさを

感じさせる。 

【本時のめあて】 

屯田北小のみんな

と仲良くなろう。 

 

□クイズ大会 

（学校，我が街） 

※遠隔会議システ 

ムの活用 

※「旭川をもっと知ろう」の

第２次に位置付け 

※「明治の国づくり

をめざした人々」

に位置付け 

※「学級集会をしよ

う」に位置付け 



  

札幌市立屯田北小学校 ６年１組 担任 宮越 博之   旭川市立陵雲小学校 ６年２組 担任 樋口  奨 

 

 

１ 本時の指導目標（総合的な学習の時間）  

屯田北小学校と陵雲小学校の６年生児童は１５０年を記念するシンボルについて，遠隔会議システムを活用して説明

し合うことを通して，他校のキャラクターのよさを選定の観点に基づいて考え，根拠をもって投票できるようにする。 

 

２ 本時の学習展開 

学習過程 学習活動 教師の手立て・評価 全体進行 

授業前 

 

アイス 

ブレイク 

13:30～13:40 

□北海道クイズに答える。 

 

□ミッションを確認する。 

各担任 □北海道クイズを出題する。 

・札幌，旭川の順 

□佐倉氏よりミッションの再確認 

（13:37～） 

宮越 

つかむ・ 

見通す 

 

めあて・ 

学習の流れ・ 

選定の観点 

確認 

13:40～13:42 

□始まりの挨拶をする。 

□めあて，学習の流れ，選定の観点を

を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮 越 □始まりの挨拶をする。 

□本時のめあて，流れ，選定の観点を確認 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮越 

 

学び合う 

 

札幌プレゼン 

13:42～13:51 

旭川質問・ 

感想 

13:51～13:55 

 

旭川プレゼン 

13:55～14:03 

札幌質問・ 

感想 

14:03～14:07 

 

 

 

意見交流・ 

投票（各校） 

14:07～14:14 

□プレゼン・質問・感想タイムを行う。

（札幌） 

・３グループ 

 ・１グループにつき３分以内の説明 

 ・旭川からの質問や感想 

 

 

 

宮 越 □プレゼン進行等のサポート 

樋 口 □質問・感想の進行等のサポート 

    □感想タイム終了の判断 

 

宮越 

 

 

 

□プレゼン・質問・感想タイムを行う。

（旭川） 

・４グループ 

 ・１グループにつき２分以内の説明 

 ・札幌からの質問や感想 

 

 

 

樋 口 □プレゼン進行等のサポート 

宮 越 □質問・感想の進行等のサポート 

    □感想タイム終了の判断 

樋口 

□各学校で，他校キャラクターのよさ

について観点に沿って考え，伝え合

う。 

□投票をする。 

 ・個人による意思決定 

各担任 □学習形態の工夫 

（ペア，一斉等） 

    □見取りの工夫 

（ワークシート等） 

 

 

樋口・宮

越 

振り返る 

 

投票結果交流 

14:14～14:20 

 

 

感想発表 

14:22～14:25 

 

□投票キャラクターと理由を伝え合

う。 

□投票結果を発表する。 

□選抜総選挙１位のスピーチをする。 

 

 

□学習の感想を伝え合う。 

 

 

□終わりの挨拶をする。 

各担任 □他校との交流を促す。 

 

 

 

 

 

各担任 □遠隔授業をやシンボル作り，北海道に対

する思いなどの観点で話すように促す。 

 

樋 口 □終わりの挨拶をする。 

樋口・宮

越 

 

 

めあて 
北海道１５０年シンボル選抜

総選挙をしよう！ 

■「めあて」について 
・北海道１５０年シンボル選抜総選挙をすること 

・１位がクリアファイルのセンターになること。 
■「学習の流れ」について  

１ プレゼン・質問タイム（①札幌，②旭川） 

２ 各学校での意見交流・投票 
３ 投票理由の伝え合い・結果発表・スピーチ 
４ 学習の振り返り 

■「選定の観点」について 
・北海道の魅力が伝わるデザインであるか。 

★評価 

（思・判・表） 

他校のキャラク

ターのよさを選

定の観点に基づ

いて考え，根拠

をもって投票し

ている。 

※ワークシート 

※発言 



㸯㸳㸮年記念授業略案 

 

 ～ル࣮プ編成ࢢ～

男女混合 Aࢢル࣮プ㸯㸮人 Bࢢル࣮プ㸯㸮人 Cࢢル࣮プ９人 

 

～大ま࡞࠿授業ࡢ流ࢀ～ 

ձ 導入㸦࣑ッࢩョン紹介㸧࠙ 㸴月㸰㸮日㸦水ࠚ㸧  

໭海道命名㸯㸳㸮年ࡘ࡟い࡚ࠊ࡜内田洋行࣑ࡢࡽ࠿ࢇࡉッࢩョンࢆ紹介ࠋ 

ղ ໭海道ࡢ魅力ࡘ࡟い࡚࢖ンタ࣮ネッࢆࢺ使࡚ࡗ調ࠋࡿ࡭記事カ࣮࡟ࢻ記入ࢆし࡚ࠊ要素࡟࡜ࡈ模造紙࡟張ࡾ

出しࠊ子࢖ࡢࡶ࡝メ࣮ࢆࢪ広ࠋ࠙ࡿࡆ 㸴月㸰㸯日㸦木ࠚ㸧  

ճ ゆࡿキャラ調࡭学習࢖ࠋンタ࣮ネッࢆࢺ使ࠊ࡚ࡗ様々࡞ゆࡿキャラࢆ調査しࠊ人気ࡢあࡿゆࡿキャラ࡟共通

ࠋ࠙ࡍ出ࡅ見付ࢆ要素࡞大ษ࡛ࡾキャラ作ࡿゆࠊや࡜ࡇࡿࡍ 㸴月㸰㸰日㸦金ࠚ㸧࠙㸵月㸰日㸦月ࠚ㸧  

 

～共通点࣭要素～ 

□ 動物ࡀ多い      □目ࡀ大ࡁい࣭キラキラし࡚いࡿ □首࡞ࡀい 

□ 手足ࡀ短い      □ࡀ࡮ࡗ࡯赤࡚ࡗ࡞ࡃい࡚ࡗ࡜ࢆࢬ࣮࣏□    ࡿいࡿ 

□ 丸丸࡜し࡚いࡿ    □一目࡛特徴ࡀศࡿ࠿      □笑࡚ࡗいࡿ 

□ 名前ࡀ短ࡃ覚えやࡍい □ࢩンプル           □要素ࡀ多࡞ࡂࡍい 

□ 目࣭□࣭鼻࣭口ࡀ中心࡟集ま࡚ࡗいࡿ  

 い！㸧࡞ࡣ࡛ࡎ㸦必ࠋ多いࡀ࡜ࡇ

 

մ ゆࡿキャラࡢコンࢭプࢢࢆࢺル࣮プ毎࡟全員࡛考えࠋࡿ㸦内田洋行ࡢࡽ࠿ࢇࡉ約束事ࠊ㸱ࡢ࣐࣮ࢸࡢࡘ選定㸧 

ձ文໬࣭歴史 ղ街ࡢ魅力 ճ自然 մ特産物 

 選ぶࢆࡘ㸱ࡽ࠿

࠙㸵月㸱日㸦火ࠚ㸧  

յ ࢢル࣮プ内࡛役割ศ担ࢆ決ࡿࡵ 

ձ キャラࢡタ࣮ࡢ容姿࣭࣭ࢬ࣮࣏表情㸦㸱人㸧 

ղ 衣装࣭持ࡕ物㸦㸱人㸧 

ճ 名前࣭基本情報～生ま࣭ࢀ性格࣭好物࡝࡞～㸦㸱～㸲人㸧 

いࢆ࢔࢕ࢹ࢖࢔࠿ࡘࡃ用意ࡿࡍ 

㸨選ࡔࢇ要素ࡘ࡟い࡚ࡶࠊう㸯時間詳しࡃ調ࡿ࡭時間ࡿ࡜ࢆ 

࠙㸵月㸲日㸦水ࠚ㸧  

ն ࢢル࣮プ会議 

役割࡟࡜ࡈ考え࡚ࢆ࢔࢕ࢹ࢖࢔ࡓࡁ交流しࠊキャラࢡタ࣮ࡢ容姿や衣装ࠊ名前ࢆ࡝࡞確定ࠋࡿࡏࡉ 

࠙㸵月㸳日㸦木ࠚ㸧࠙㸵月㸴日㸦金ࠚ㸧  

 

շ ࢢル࣮プ࡛ࠊ原稿検討ࢆ行いࡼࡾࡼい文章ࠋࡿࡍ࡟ 

㸨原稿࡜キャラࢡタ࣮ࡢ清書ࠊࡣ代表者࡟書い࡚ࡽࡶうࠋ㸦授業時間ࡣ使わ࡞い㸧 

࠙㸵月９日㸦月ࠚ㸧࠙㸵月㸯㸮日㸦火ࠚ㸧  

 

ո ࠕ雪࠾ࡍࡽࡃ࡜話発表会ࠖࡢ学習ࢆ想起ࠊ࡚ࡏࡉ発表ࡢ練習ࢆ行う 

⇒カメラࡢ位置ࡢࢡ࢖࣐ࠊ位置ࠊ実物投影機ࡢ状態ࠊ࡝࡞確認ࢆ行ࡓࡗうえ࡛練習ࠋࡿࡏࡉࢆ 

࠙㸵月㸯㸵日㸦月㸧～㸵月㸰㸮日㸦金ࠚ㸧  



【社会科】指導目標 
アイヌの人々や松浦武四郎の様子について調べることを通して，今の生活に繋がる先人の業績に興味

をもつようにする。 
 
１ 今年は北海道が名付けられて１５０年であることを知る。 
 ・ピンバッジ 
 ・１５０年動画 
 
２ １５０年前に，北海道にどのような人々がいたかを確認する。 

・アイヌの人々の絵 
 ・松浦武四郎の肖像画 
  
３ 本時の問いを提示する。 
 「１５０年前，アイヌの人々や松浦武四郎は，どのようなことをしていたの？」 
 
４ 資料から以下のことを調べ，伝え合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ つまり，アイヌの人々や松浦武四郎がしたことは，１５０年後のわたしたちにどんな環境をつくっ

てくれたの？ 
 ・豊かな生活ができる。 
 ・平和に過ごせる。 
  
６ 本時のまとめをする。 
 「アイヌの人々や松浦武四郎は，１５０年後のわたしたちが豊かで平和に過ごすことができる環境を

つくってくれた。」 
 
７ アイヌの人々のエピソードを伝える。 
 ・和人にサケなどをだまし取られたこともあるのに，奉仕の心で松浦武四郎に食料を分け与えた。松

浦武四郎は，アイヌの人たちの優しさに涙を流し，大切にしようと思った。 
 
８ 振り返り 
 ・北海道１５０年のスタートを生きたアイヌの人々や松浦武四郎について思ったことを文章で書く。 

資料② 松浦武四郎 
・ロシアからの侵略を守るために探検

をした。 
・アイヌの人たちと生活を共にした。 
・アイヌの人たちの苦労を知った。 
・北海道やアイヌの人たちに関する地

図や書物を作った。 
・「北加伊道」と名付けた。 
  ※加伊（カイ…アイヌの人々） 
 

資料① アイヌの人々 
・元々，北海道に住んでいた。 
・今につながる地名を名付けた。 
・今でも評価の高い衣服を作っていた。 
・今につながるサケ料理を作っていた。 
・松浦武四郎の探検に協力をした。 
 
 

資料の 

厳選 



北海道 150 年プロジェクト事業① 

アイヌ人々の生活 

□昔から北海道に住んでいたアイヌの人々 

 アイヌ民族は，北海道・樺太・千島列島およびサハリンにまで

およぶ広い地域に住んでいた日本列島の先住民族で

す。アイヌ語の地名は，今でも受け継がれています。 

□アイヌの食事 

 昔のアイヌの人たちは野山で狩りをしたり，川や海で

魚や貝をとったりしていました。アイヌ料理には，主に

サケを使ったものが多く，石狩鍋など今にもつながる料理があります。 

□アイヌの衣服 

衣服の材料には，けものや魚，鳥の皮のほかに，木の内皮のせんいなどが使われました。これら

の衣服は今でも高く評価されています。 

 

 

 

 

 

江戸時代の探検家 松浦武四郎 

□松浦武四郎の軌跡 

松浦武四郎が２８歳のとき，長崎である老人に「蝦夷地（現在の北海

道）がロシアにねらわれている。このままでは領土を奪われてしまうか

もしれない。」という話を聞きました。その言葉にしょうげきを受け，「蝦

夷地を守りたい」と考えた武四郎は，１人で蝦夷地に探検に行きます。

探検では，アイヌの人たちに山や川など土地について話を聞きます。そ

して，生活を共にすることでアイヌの人たちの苦労に気付きます。 

１８５８年武四郎は４１歳のころ，北海道やアイヌの人たちに関する

地図や書物を作ります。その書物は高く評価されたことで，政府から役人に任命され，蝦夷地に変

わる新しい名前を考えることになりました。武四郎は蝦夷地を「北加伊道（ほっかいどう）」と名

付けました。後に「加伊」は「海」と変更され現在の呼び名になりました。 



 

 

 

ƲǜƳƱころƴ魅力Ǜ感じた？ 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャラクǿーの特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前          



     ǰループ      ６年   組 名前 

 

キャラǯǿーƷ要素を決Ǌよう！ 

 

決まƬたǋƷに〇をƭけてƶ↓ 

Ძ． 要素Ʒ候補 

要素Ძ 要素Წ 要素Ჭ 

Ტ    Უ 

要素Ძ 要素Წ 要素Ჭ 

Ტ    Უ 

要素Ძ 要素Წ 要素Ჭ 

Ტ    Უ 

 

～ 注意 ～ 

ȩ 細ἝいᾌザὩンὁ後日決ὓますẫἻὥἼキャラクターἽἼ὜そうἼὀἝẪ大まἝἼὧὩᾌὨ

ὧὤ出し合いẪ一番魅力的ἼὔὀἽἼ὜そうἼ要素ὤ選びましὙうẫ 

 

Ȫ 北海道ἽしἝἼい要素ὤ１ἶὁ入὞ἸἜἥう！ 

὚くἼい例 Ề雪 × Ἔ米 × ゲーᾍボールề 

他ὀ都道府県Ἱὔ雪἞ふἵἸἜ米ὤ作ἵἸいἸゲーᾍボール἞盛ὥἼ地域ὁあὝἝ

ὔ！！ 

 

ȫ 札幌ἦ当地キャラἹὁἼくẪ北海道キャラἺいうἥἺὤ意識し὚う！！ 

὚くἼい例Ề札幌ᾎーᾥ×豊平川×札幌味噌ラーᾦンềἥ὞Ἱὁ札幌ἦ当地キャラ！ 



䐟文໬䞉Ṕ史 䐡自然 䐢特産物 そ䛾他
䜰䜲䝚䞉䜰䜲䝚文໬ 時計台 五稜郭 雪まつり お米 変໬䛻富む気候
䜰䜲䝚料理 ໭海道庁 大通り公園 熊 酪農 過䛤䛧䜔䛩い気候
䝅䝱䜽䝅䝱䜲ン 雪まつり 道庁 䛝つ䛽 䝆ン䜼䝇䜹ン 豪雪䛺䛾䛻人口䛜多い
屯田兵 よ䛥䛣い祭り ᮐ幌䝗䞊䝮 鹿 石狩鍋
松浦武四郎 䜸䞊䝍䝮䝣䜵䝇䝖 白い恋人䝟䞊䜽 羊 䝩ワ䜲䝖䝏ョ䝁䝺䞊䝖
䜽䝷䞊䜽博士 䝁ン䝃䝗䞊䝺 䝇テ䝷プ䝺䜲䝇 䜴䜱ン䝍䞊䝇䝫䞊䝒 牛乳
中山久蔵 日䝝䝮 藻岩山 豊平川 醤油䝷䞊䝯ン
土方ṓ三 䝺䝞ン䜺໭海道 丸山動物園 支笏湖 味噌䝷䞊䝯ン
榎ᮏ 武揚 䜶䝇䝫䝷䞊䝎໭海道 ໭海道神宮 大雪山 䝇䞊プ䜹䝺䞊
竹鶴政孝 䝻䝁ソ䝷䞊䝺 䝃ン䝢䜰䝄水族館 登別温泉 䜹䝙
中谷宇ྜྷ郎 䝟䞊䜽䝂䝹䝣 䝰䜶䝺沼 洞爺湖温泉 䛨䜓䛜い䜒
ᮐ幌䜸䝸ン䝢䝑䜽 䝀䞊䝖䝪䞊䝹 テ䝺䝡塔 豊平峡温泉 䝝䝇䜹䝑プ
松前藩 長靴䜰䜲䝇䝩䝑䜿䞊 羊䜿丘展望台 阿寒湖温泉 䝯䝻ン
໭大人骨事件 国際雪ྜ戦 除雪 鹿䛾肉

໭海道新幹線 都会䛺䛾䛻䝇䝻䞊䝷䜲䝣
ソ䞊䝷ン節 道章

䐠街䛾魅力


